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含ヴランノジ羅一ルの賦存にウい噺新第三系憲崎謄群

中に知られている燐鉱癬地をおも駄対象として放射能強

度測定を行なつた．

燐鉱は宮崎層群の基底部近く，厚砂岩（双石山砂岩礫

岩麟）中および．鉦二部の砂岩璽岩互層（鵜戸・内海・青，鵜

の各互層〉中紅種々の形状を深すノジ慧一痔として産出

するが，測定結果は（）．雛5購撫前後（計数此約蕊．麟音），

宮崎層群の各累層もほぼ同様で何ら放射能異常は認めら
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最近新潟県下におけ矯第三系中のノジ；…ルで奮ウラ

ン燐鉱が存在す都嫌とが報告憩され，国内では始めての

ことである．現在のところ量の点で資源的価値はなく，

学術的に滋懸され護津窯ど廉蕎が，わが国には従来か島、

堆積岩中の燐鉱産地が各所轍知られてお勢，宮崎県南部

もその工地区鷹今回は既往資料縦こ基づきそれら燐鉱

産地をおもな対象とUて放射能強度の分布調査を昭和

熱年慧月馴三iから購疑横で行な沿た．

驚．　僚鷹および交漁

調査範囲は宮崎市およびその獅辺の東諸県郡と欝崎郡

の一部，さらに南方は欝南市紅跨が馴嬰i南海岸…帯で，

宮崎市を中心として圃鉄幾豊本線，欝南線のほか国道憩

号畷2（）号・2ら嚢号の諸幹線を通じ，　こ．れに沿つて宮1疇蕾

交通K．K、のバス網が縦横に隣iけ，交通は比較的便利
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濁衰は礪濃の対比に非ず

韓．難欝おぶび穂鷺概要

調査地の地形は北半部は宮崎平野，南半部は南那賀霞

地に分けられる、、

宮崎平野の懸辺および溝南海岸を構成する地質は新第

欝一ω○繋）



欝
旨

a
ε
』ノ

l＼謎副秀≠涌馨洩、v一・　　ノ　義癒

駿巡｝△「バ』『』△1』』1』三1，』1コ、』☆

誉

踏

蒙

睡“

雌

滋

雌
勝

ハ裟

博

譲
○○

勾酔

竃）



驚

1
薪
』雛

饗

i鰯

1＼婆

卜
i肉

l
l
三鱒、、

鱗・、

曳
＼、

1粥　，熔＿バ難

ドFy『一　’ドド〆　一、、藍

驚隆．翰
　　．孫罪
　　＼．〆

／’へ’＼

、ノ

グ／

／

韓　難

、

ぞ
！ぐ翻蜜購

、ぢ．〃もゲ劔

果

諸

　／
　叩た，

禦閣

　、

郡

〆‘

／，漆…隆酵　〆△
　　　　　　、〆　1
　　　　　ノ　！〉

　　　　　＼〆
　　1澱二、γ＼

　　冨獲きノ
一艶ゴ　　導

一▽蔓ζ☆

轟聡』ン

　ノ／》
　　　　ノ　璽
　　、、ノノ

　　ノ
　　ノ

／

㌔織

磁　　　㌔遭
　　　　　　　窺≧
　　　　　　　　　　　競．ゲ＝〆
　　漸！仁」『榊劉緊獣》〆
．〆7　．，、ノ挨懲，

編／ノ◎雰
☆／／饗△鳶芸菰

　　　　岬、．ふ　鱒　爆誘藁…
　　　．／　　　　黛☆ノ7＼．、帖

　　　　　　　　・ノ　　　’勉〆艶
　　、　　　　　バ　　　　〆　　、　，、一一．・、ノ～　　4噛

　　▽ガム、．。。◇篇

　　　　　　ノ〆ノノノ
、　　　〆〆「二［

》ズノレ／灘4．一．一、、．ノ、墨控∠肥メ〈z．．、㎜

ド挙灘　　、嫌ク
　崎超、郡　〆
　　懲’　彰1．講
　　　　　ゐおぽ
ノノミ1擁・ぞ
．秀鱈

　　　　　　　　　　Σ
＼『

7脚㎜7㎜
　窪　　ヂ／

1△
』拘／

ア／

　ノ

齋、／／

曼
、

ξ＼1

爆．

ン・　・ノ

、
＼
～
．
」

！

ノ

／

『1

／1／　…
！

／

儀．

瞬

畢
麺
轟
嚢
落
麟，

講

ぽぽ

盤
溌

毒

擬

お
醗
議

瓢費

取

お　ヨ

丼



欝
｝

3
欝

）

「
ヨ　　　　　　　　　 ノグ　ハユ　　 てドリ

1聯　気／舜》
　　　　　　　！l　　　　　ピ　　桑　　　ノ　　　　　　　ぼキ　　　　　）本籏野；ま’

　　〆　　ご　葵
　　／
　／

　ζ
　｝

北　ト、．、

諸

工盤　
・ノ

智畷

イノ　　　ヨボ
　　ノノ営　購　灘

　／　　　　！難
償研　，

　　　、－

，ノ

！

／
！

，／

ノ
／ズ

／

〆

、〆ρ

、／

　　〆

榎△㌧』区
拶　〆齢　　　　　　践

　曝　　　 ノ

　藻　　　　∫1　臨　　　．“グ

　讐ぐ

．万

，窮／

～》蕊、

γ
ノ

〆［

－＼　’！昨　、、、噺馳＿甲面F一／一＾＼

ぱムメ．6ず．逮

・バー）

竃

．ダ　／

4懲、，

　ノ
！認／

鰹

　、　／…〆剛、・　　　　　＼一講顎
　　　＿鯵1シ鵡罐、蔑〆驚鰐

鼠、　　ずノ　 ＼　　　　　　麹｝、．
ノ＼　1　曳　’紅．磯・

ぐ　浅㌧　島、、、
l　l＼＼．　＼鐙、〆一〃
／　 ！　　、、、＿、．　、！／翼
　　、＼、　　　　、一一
／　　　・、　　　　　＼‘嘱・一一一〆瓦竃ミ＼
、
　 ＼　、憶瓶雌
！　 嵐　 ・｝～

く　　　　　寧響　　　　　　　1～、　　　一〆
　　　　　礁

．ノ

、ノ

欝一呼／馨

　　　・鴬鞭

備

霧＿〆 ’さ鱗

》

失

購審

L
第虜縫嫉桑妻蛯強、壌：分嶺講甕鐵

坤
匿

謹

徳誤

滋

譲

離

睡
礒

蕪

麟ゆ

穣轟



欝

1
霧
総

貯
日向欝、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
1　　　　　　　　　　　　珂郡瓦、

1　　　　　　寒

ヒ《海＼
　　　　　「～》いr溜飛△《

h　＼二》ノ　蛍

　　レ亙、　ノ〆ノ　　　　 訴
　驚！　窺難／＼、ノ！　　　ヂ　　　　㌧　　r▽〆
　　　　ノ〆曝鷺1　　汐餐翻 　》・

1　駄　・、、　＼鰻　　　　／二織
ほ＿Z ．』Σ＿．．、』』ご二1＿＿ 、．之＼．．・

木

　　　　窟灘爽，
　　畿㌦撃ゴ犠

メ無ぐ
一ノム“
　　岬）－　＿ノ鋳拶

＼、炉ダ
　譲鷺」

㍗咳

笹．

徴

舞oO博一〇囎1

窯　　　一筆kr一

u腰

誘
逆
購
謙
董
謬
灘

雰

蹄ぼポ

蘇
鋒響

㌔縫義

～解

藩
謹
毒

難

欝
羅響

懸
凱

錘

懸



蟻質調査所鵜報　（第鐙董垂　第8母）

三紀中新統中・、！二部から鮮新統下1賦こ馨　ぶ宮崎層群

で，文献購勘，一よる層酵区分を第i表紅示した。本麟
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　』羅岩徽形成Ψ髭潔，／．内海叢1暦中（ン響譲砂、岩で海食範抗しぐ

雛拠縛鰍蝦小窪1墨1す1ミ1・、、戸綺鼻海岸と同質ノ｝褐鉄鉱紅

汚染された沙質岩　　ノ　ノ磯慰立蒜丸1擁斐を帯び，　　配

列副蟹嚇提哩事行す都も◎l／薫多いが，必ずしも一．獄な

い、）測定値は（／．磁蓋無しゑプ｝、

　紛　宮ノ浦F谷闘（1濁版王の

　癖、慮地（隔　　’一タ，り葵，海岸一壌く隣、うけ離）れ煮、三飯

状の黄鉄鉱ノ☆いヲ助窯彗，、、ノ互騨中㌧嘱鑛，』散銚1藤｝，、

測銀劇・、1・砂岩（！．（｝鷲鰍蓄ゾ鳳1轟露1参．韓瞬貯／11，同墨岩で

L＞霞問都で1　　　　　　　劇、・や高目・、　る“

　紛　風覇漉．，群（蹉i版ie身

　　　　　　　　勝藩叉筆1二狸層が分布し

一麟浜黄鉄だい㌶1覇鉱
／l．綴亙翼撫プhΩ

ξ灘一（騰罪）



地質調査断蝿報

　　　　　　　　　轟．　結　　論

　調査の対象となつた含燐ノジ距一ルは編桃状，玉状あ

るいは瘤塊状，小Pンズ状としてきわめて小規模に抄岩

頁岩互層および厚砂岩申紅産出ζ、，その結核芯部は黄鉄

鉱を主とす暑痩のや，単紅砂質岩・泥質岩4）外観を呈す

るものなど混え導が・惹れらも諺とんどが褐鉄鉱に汚染

され次色～赤褐色を墓す恐、

　一般轍含燐分が低く，野外では燐鉱と確認し、難いノジ

瓢一一ルもあるが・測定麺宮崎鱒群4）各累層，とそれらに奮

象れるノジ燃一ルのすべて轍ついて行なつた．その結

果，これらノジユ～ル続轍何ら異常ある反／、ぶは認め桑、れ

ず放射能強慶は○．磁獣罵掛程鹿　（計数比約ま．蕎倍），宮

崎麟群の各累層および基盤岩の1三購麟群において蚤、ほぼ

（第算巻第馨号）

同糠な値を添す紀すぎない。，

　　　　　　　　　　　業　献

　装）農商務省腱料砿物調査所（鶏縫）：肥料砿物調査報

　　　　告，無1

　2）木野義入（欝灘）購方分の三地質図幅説明書，臼三1

　　　　晦青島」，地質調査所

　3）木野義人（王鶉§）惑万分薪殴地質図幅説明書ド飲

　　　　肥」，地質調査所

婆）宮崎県（遷鮪3）1慰1崎県¢》地質訟地下資源

誓）浜地忠欝（魏2憶新潟県北蒲原郡中条町ぴ）ウ苧ンノ

　　　　ジ識一ルにっいで，地質調査勝月報，▽oi。慧，

　　　　齢、7

総一一（§薦）




